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各単独継手、併用継手、摩擦継手が溶 接収縮  I― 単純 摩擦   I― ボノント締め、

の影響 を受け た場合な どにつ いて耐 力、 伸び ユ
ー単純溶接   F― ボル ト締め、

応 力状 態な どの挙 動 をしらべ た。 第 2群 では  V― 溶 接後 ボノント締め   Ⅵ ―ボノン

摩擦接合 と溶接の耐 力比 を表―■の ご と く変化  A― 摩擦 2 0 t ( N‐ 5 t ) :溶 接4 o t

させ て比較 した。 C , Dの 供試体 は溶接後主板  B ~摩 擦 3 0 t ( N = 7 5 t ) :溶 接4 0 t
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首都高速道略 公団で施工 中の羽横 線多摩川橋 ( 3径 間連続 鋼床版箱桁 )

プが採用 され てい るが、 この現場継手は諸事情 よ リデツキプ レー トお よび

斜 ウエ プを突合せ溶接:上 形 フラ ンジを高カボル ト摩擦接 合す るのが もつ

と も有 利 であ る。 摩擦接合 と溶接 との組合せは リベ ツ トと溶接、 あ るいは

リベ ツ トと高カ ボル トの場合に くらべ る と単位変位量 の面か ら見 てよ り効

果的 な協 力 を示す ことが期待 され るが、 実際 の デー タ=は 現在皆無 であ り

には図―■の ようなY型 縦 リ

また今後 この よ うなケ ースが多発す る と考 え られ るので、 この機会に両 者が並 列 した基本的 な継手 の

引張試験 を行い、 相互 の干 渉、 協 力に関す る挙動 を実験的 に検 討 した。

2 .実 験 方法

実験 に用い た継 手試験体 の基本的 形状 を呼‐2

に示す。 試験機 の容 量か ら摩擦接 合 と溶接の合

計耐力 (前 者はすべ り )を 約8 0 tと し、 溶接継

手 には裏 当金つ き c 0 2ガ ス被包半 自動溶接法 を

適用 した。

実験 は 2段 階 に 分れ、 第 ■群で は摩擦 接合

お よび溶 接 の設計耐力 をそれぞれ 4 0 tと して 寿 ‐■ 試 験 体 の種類

の両縁 を■0“ ガ ス切 断 した。

3。 実 験 結 果 と考察

C― 摩擦 4 0 t ( N =■ O t ) :溶 接3 0 t

D― 摩擦 5 0 t ( N = 2ま ) :溶 接3 0 t
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1 斗“ は 第 ■群 に お け る各 継 手 の 全 体伸び の 比較 で あ るが、 これ よ りす べ り

荷 重 も読 み 取れ る。 溶 接 単 独 継 手 (■ ,Ⅳ)の 場 合試験 片 の 形状 か ら中心 寄 り

に応 力 が 集 中す るの で継 手 全 体 として の 耐 力 (哺 = 3 5彩 傷 2 )は 単 純 継 手 の降

伏 応 力 ( % = 4 0 句 絵2 )に 達 しなか つ た。併 用継 手 ( V ,Ⅵ )の 耐 力 は 溶接 部 の

応 力 分 布 改 善に よ る降 伏 点 の 向上 を考 慮す れ ば、 ほぼ 摩擦 単 独 継 手 ( I , 1 )

と溶 接 単 独 継 手 の和 とな りぅ 明瞭 な すべ りに よつ て現 れ る。 摩 擦 接 合 に 溶 接

収 縮 が 作 用 した場 合 の影 響 は 図 中 Iに 対 す る 1 ,  V に 対 す る Ⅵの比較 よ り、

それ ぞれ 若 干 の低 下 と して 観察 され る。
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